
福井市下水道事業経営戦略（素案）【概要版】

第１章 経営戦略のあり方 

第２章 福井市の下水道事業 

第３章 下水道事業の現状と課題 

・福井市では、汚水処理の未普及地区解消に向けて公共下水道施設の整備を進めるとともに、増加

する老朽化施設の計画的な改築・更新が必要となっています。 

一方、下水道使用料収入の減少や企業債償還の増加など厳しい財政状況が見込まれる中、安定的

な下水道サービスの提供を持続する必要があります。 

こうした中、将来にわたって、投資と財源を均衡させた経営戦略の策定を行います。 

・下水道事業経営戦略の対象範囲は公共下水道とします。 

（集落排水等や浄化槽を含めません） 

１ 汚水処理人口普及率の推移・・94.1％ （平成 27 年度末現在） 

（公共下水道 85.0％・集落排水 5.5％・浄化槽 3.6％の合計） 

２ 公共下水道(管渠)・・・・・整備面積進捗率 80.８％、整備人口進捗率 94.0％ 

（平成 27 年度末現在） 

３ 雨水対策・・・・・・・・・雨水対策事業を行っているが、未だ浸水被害が発生している。 

４ 施設の老朽化・・・・・・・下水道整備の事業着手以来、70 年近くが経過し管渠、ポンプ場、

処理場について、老朽化が進行しているものがある。 

５ 経営状況・・・・・・・・・人口減少や節水型社会の影響で使用料収入の減少が続いている。 

使用料金は県内他市町や類似都市と比較して安い。 

起債の償還額は年々増加傾向にある。  

６ 経営指標・・・・・・・・・現在の経営状態は比較的良好。 

汚水処理原価は類似都市と比較して安い。 

類似都市と比較して施設の老朽化が進んでいる。 

・公共下水道の役割は、汚水の排除（生活環境の改善）、雨水の排除（浸水から守る）、公共用水域

の水質保全（汚水の浄化）の３つです。 

・経営戦略は、「第七次福井市総合計画」およびその「実施計画」を鑑みながら策定し、経営戦略の

内容を各種計画等に反映させます。 

・計画期間は、平成２９年度から平成３８年度の１０年間とします。 

第４章 基本方針  

第５章 下水道事業計画 

「市民への安全・安心な下水道サービスを将来にわたって、安定的・効率的に提供する」ことを 

経営戦略の基本方針とします。 

事業全体の方針 

今後１０年間程度は、未普及解消に向け、普及拡大事業を重点的に取り組みます。 

その後は、下水道事業全体のバランスを考慮し、改築更新事業や耐震化事業に本格的に取り組んで

いきます。 

・未実施分の管内調査の実施
・長寿命化計画事業とあわせ計画的に
　改築更新を行う

処理場
ポンプ場
の更新

・施設設備等の耐用年数を超過し
　ている物が多い
・暫定施設である羽生浄化センター
　の維持には費用が掛かる

・計画的な長寿命化の実施
・美山浄化センターへの統合

・長寿命化計画を策定し、順次設備更新
　を行う
・事業計画に沿って羽生浄化センターを
　廃止し、美山浄化センターに統合する
　ための詳細設計に着手する

普及拡大
・計画された整備延長は、相当の事
　業量が残されている

・10年程度での整備完了が必要
・普及拡大事業を重点的に取り組み、
　今後およそ10年間にて事業完了を目
　指す

雨水対策
・雨水対策事業を行っているが、未
　だ浸水被害箇所が発生している

・計画降雨に対応できない地区には新た
　なハード整備を行う
・ソフト対策を行い被害軽減を図る

・加茂河原ポンプ場の改築
・足羽ポンプ場の改築
・雨水バイパス管の整備

管渠更新

施設の
耐震化

・耐震基準に満たない施設があり、
　将来的に耐震化が必要である

・施設特性や類似施設の被害事例を考
　慮して判断を行い順次更新を行う

・重要度の高い施設より概略調査、耐震
　診断を実施していく

・管渠の老朽化が進んでおり、今後
　も増えていく

・老朽化の激しい合流地区を中心に管
　渠診断を行い、優先度を設定する

下水道事業計画（H29～38）　　体系図

課題 事業方針 取り組む事業
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第６章 経営基盤強化の取り組み 

第７章 今後の経営状況試算 

投資額の見通し 
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事務費

流域下水道建設費

耐震化事業

処理場・ポンプ場の更新事業

管渠の改築・更新事業

雨水対策事業

汚水処理施設普及拡大事業

（単位：億円）

事業の効率化や組織の活性化・人材育成、収入の確保を図ります。 

また、市民の方々の深い理解と協力を得るために情報公開や各種広報活動等を通じて 

「下水道事業の見える化」を推進します。 

１０年間の投資額 約５５８億円 

・普及拡大事業 ２２１．１億円  ・雨水対策事業   １７２．５億円 

・管渠更新事業 ５０．６億円  ・処理場・ポンプ場更新   ７４．５億円 

・耐震化事業   ４．３億円  ・流域下水道建設費   ２．８億円 

・事務費 ３２．６億円 

財政シミュレーション（自己資金残高の見通し） 

自己資金の残高 

【自己資金の残高の推移】 （単位：億円） 

平成 30 年度と 35 年度に 20％ずつの割合で使用料収入を見直したと仮定した場合 

※使用料を見直す場合は『福井市下水道使用料制度審議会』にて改定率や時期を審議・決定 

【自己資金の残高の推移】 （単位：億円） 

 

資金 

残高 

H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

30.3 28.8 24.7 19.1 11.5 2.8 ▲7.7 ▲20.1 ▲34.3 ▲50.7 ▲67.3

資金 

残高 

H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

30.3 28.8 31.6 32.8 31.9 29.9 26.2 28.4 28.7 26.6 24.2

経営戦略の進捗管理 

経営戦略を有効に活用するためには、経営戦略に基づく取組の結果を分析し、進捗管理や事業見直し等

に反映させることが重要となります。 

ＰＤＣＡのサイクルを活用しながら、適宜計画の見直しを行っていきます。 
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